
智

議

光



如
末
智
慧
の
光
明
に

我
等
が
無
明
は
照
さ
れ
て

佛
の
智
見
を
開
示
し
て

如
末
の
具
理
悟
入
る
れ



人

生

の

蹄

趣

佛
陀
は
世
界

一
切
人
類
の
眼
と
し
て
人
生
の
帰
趣
す
る
虎
を
教
へ
、
人
類
を
無
明
の
眠
生
死
の
夢
よ
り
醒
し
て
無
上

正
覺
印
ち
無
量
光
明
界
を
開
き
て
永
遠
の
生
命
な
る
涅
槃
に
帰
趣
す
る
道
を
教
へ
た
ま
ふ
。
若
し
人
佛
陀
の
指
導
に
依

ら
ず
ば
、
闇
よ
り
間
に
迷
ひ
永
劫
生
死
に
流
韓
し
て
出
期
あ
る
こ
と
な
し
。

知
力
的
の
信
仰
―

韓
迷
開
悟

宗
教
の
智
力
は
世
間
の
自
然
科
學
等
の
理
性
を
以
て
認
識
す
べ
き
知
力
に
あ
ら
ず
。
印
ち
生
死
の
源
を
覺
り
宇
宙
の

大
道
を
悟
り
て
員
理
の
光
を
以
て
人
生
を
永
遠
の
光
明
に
指
導
す
る
知
力
な
り
。
迷
を
韓
じ
て
悟
を
開
く
と
は
、
衆
生

自
ら
何
よ
り
自
己
が
生
れ
末
り
死
の
趣
向
す
る
虎
を
知
ら
ず
、
冥
よ
り
冥
に
入
る
。
凡
夫
の
無
明
の
夢
を
醒
し
て
員
理

の
本
覺
に
帰
趣
す
る
に
あ
り
。

一
〇
七



一
〇
八

無
明
煩
悩
と
解
腕
の
光

人
は
天
然
に
脱
却
せ
ざ
る
べ
か
ら
ぎ
る
悪
素
質
具
有
せ
り
。
篤
に
霊
爾
感
ず
る
能
は
ず
。
人
の
苦
毒
は
因
は
罪
業
に

よ
り
起
す
。
罪
過
は
煩
僣
よ
り
起
す
。
煩
機
は
迷
妄
顛
倒
よ
り
、
顛
倒
は
無
明
よ
り
起
る
。

無
明
は
爾
陀
の
法
身
に
乖
離
す
る
よ
り
出
づ
。
其
賞
澄
根
底
な
る
法
身
に
乖
き
無
明
と
な
り
、
迷
て
顛
倒
し
、
主
我

な
ら
ぎ
る
に
我
と
執
し
、
諸
の
煩
饉
諸
の
悪
業
を
作
り
、
苦
毒
を
受
け
因
果
開
聯
し
て
自
ら
解
腕
す
る
こ
と
能
は
ず
。

苦
毒
と
罪
悪
の
感
情
は
も
と
員
理
に
は
あ
る
べ
か
ら
ざ
る
も
の
を
自
ら
迷
て
苦
と
感
ず
。
楽
顛
倒
印
ち
主
我
幸
語
主
義

な
り
。
人
は
天
然
と
し
て
は
本
能
に
幸
爾
を
追
求
め
常
に
渇
望
し
て
止
こ
と
な
き
も
満
足
の
念
な
く
、
所
謂
苦
々
、
壊

苦
、
行
苦
止
む
こ
と
な
ぐ
、
賞
に
天
然
幸
稲
主
義
の
篤
に
は
満
足
を
獲
べ
き
も
の
に
あ
ら
ず
。
何
故
に
斯
く
苦
は
我
が

情
に
反
し
て
我
を
逼
迫
す
る
や
と
な
ら
ば
、
斯
る
苦
毒
は
自
己
罪
業
因
果
の
開
聯
と
し
て
、
ま
た
顛
倒
妄
想

よ
り
起

２０
。我

に
非
ざ
る
を
我
と
執
し
苦
の
因
を
も
て
楽
を
迎
へ
、
無
常
の
規
定
の
中
に
在
て
常
佳
を
求
め
、
得
べ
か
ら
ぎ
る
も



の
を
得
ん
と
渇
望
し
畢
党
依
属
（た
の
み
）
に
足
ら
ざ
る
世
界
に
依
属
し
、
天
然
意
向
が
員
理
に
反
せ
る
よ
り
顛
倒
妄
想

が
お
の
づ
と
苦
毒
を
感
ず
。
此
煩
僣
罪
業
は
腕
却
せ
ざ
る
べ
か
ら
ぎ
る
も
の
な
り
、
之
を
垢
と
云
ふ
。
員
理
に
有
る
べ

か
ら
ざ
る
も
の
心
情
の
垢
に
よ
り
て
罪
過
と
苦
毒
と
顧
し
末
る
な
り
。
此
垢
不
盤
稲
の
垢
は
、
書
へ
ば
米
の
糠
あ
る
が

如
く
、
之
を
腕
却
す
る
に
非
ざ
れ
ば
霊
稲
を
感
ず
る
能
は
ず
。

宗
教
の
見
地
よ
り
見
れ
ば
苦
毒
は
も
と
蒲
陀
に
乖
離
（そ
む
き
）
し
自
ら
昴
す
る
こ
と
を
覺
ら
ず
。
自
ら
腕
却
せ
ざ
る

べ
か
ら
ぎ
る
煩
機
な
る
を
識
ら
ず
。
之
を
覺
醒
し
脱
却
す
べ
き
意
志
を
起
さ
せ
ん
が
篤
の
豫
報
と
し
て
感
ぜ
じ
め
ら
れ

た
り
。
身
に
老
病
死
の
苦
僣
な
く
哀
別
怨
慣
の
憂
愁
な
き
時
は
、
心
霊
界
を
欣
求
す
る
動
機
な
し
。
煩
僣
と
罪
過
と
の

感
情
な
け
れ
ば
盤
徳
を
欲
望
す
る
時
な
し
。
苦
毒
と
罪
過
の
感
情
い
よ
い
よ
熾
な
れ
ば
、
解
腕
の
希
求
も
随
つ
て
深
か

ら
ん
。

苦
毒
と
罪
過
と
は
心
の
垢
機
よ
り
感
ず
。
こ
の
垢
機
を
解
腕
す
る
に
非
ざ
れ
ば
霊
稿
を
感
ず
る
に
由
な
し
。

之
を
脱
却
せ
ん
と
欲
せ
ば
自
己
本
能
の
力
の
能
く
す
る
所
に
非
ず
。
た
だ
爾
陀
の
恩
寵
に
依
属
す
る
外
に
道
な
き
を

信
じ
て
阿
爾
に
依
る
。
他
に
依
局
に
耐
ふ
べ
き
方
な
き
を
識
る
と
き
、
初
め
て
至
心
に
師
命
信
順
の
信
仰
お
こ
る
。
自

ら
能
は
ざ
る
解
腕
を
思
寵
に
よ
つ
て
腕
却
せ
ん
こ
と
を
認
識
せ
ば
、
た
と
へ
生
命
を
犠
牲
に
し
て
も
救
盤
を
乞
は
ざ
る

一
〇
九



一
一
〇

べ
か
ら
ず
。
主
我
を
執
し
て
煩
機
の
奴
僕
と
な
り
、
ま
た
無
常
の
た
め
に
嗽
食
せ
ら
れ
、
杢
し
く
黒
晴
の
中
に
埋
没
し

な
ん
こ
と
必
せ
り
。
如
か
じ
身
命
を
捨
て
て
も
霊
光
の
中
に
投
じ
て
信
順
し
て
蒲
陀
の
霊
光
と
融
合
せ
ん
に
は
。

神
人
感
合
の
境

深
く
三
味
に
入
つ
て
神
秘
的
に
心
機
能
的
に
合

一
し
た
る
こ
の
妙
遇
は
い
か
で
か
こ
の
天
機
を
洩
し
之
が
治
息
を
他

に
博
へ
の
ぶ
る
こ
と
を
得
ん
。
植
物
は
陽
春
曖
和
の
氣
候
を
ま
ち
て
爛
漫
た
る
美
色
を
塁
し
微
妙
な
る
香
氣
を
嚢
し
無

意
識
な
が
ら
に
天
機
感
合
の
妙
遇
を
あ
ら
は
し
、
人
は
肉
殻
を
有
せ
る
高
等
動
物
な
れ
ば
、
窃
究
た
る
淑
女
籍
来
思
服

の
春
巫
山
の
夢
、
天
機
の
妙
あ
り
。
斯
の
如
き
垢
械
迷
妄
な
る
地
球
上
の
肉
の
比
例
を
以
て
、
晃
天
無
極
を
超
越
し
た

る
超
天
然
神
霊
的
感
合
の
妙
遇
に
例
す
る
と
す
れ
ば
こ
の
土
塊
と
無
限
の
天
室
と
の
比
較
も
比
と
す
る
に
足
ら
ず
。

天
然
の
機
制
の
我
を
亡
じ
て
絶
封
的
爾
陀
員
我
の
中
に
投
帰
す
。
員
賞
最
深
の
我
は
無
我
の
我
、
入
我
々
入
。
謂
ゆ

る
水
を
海
中
に
投
じ
、
風
中
に
案
を
鼓
す
る
が
如
し
。
初
め
て
此
妙
境
に
入
る
や
言
語
道
断
、
八
面
玲
龍
、
敵
天
喜

地
。



導
師
曰
く
、
定
中
に
在
て
此
日
を
見
る
と
時
、
三
味
定
楽
を
得
て
、
身
心
内
外
融
液
し
て
不
可
思
議
な
り
と
。
又
日

く
、
想
心
漸
く
微
に
し
て
、
覺
念
頓
に
除
き
、
正
受
と
相
應
し
て
三
味
を
證
し
、
員
に
彼
の
境
の
微
妙
の
事
を
見
る
、
・

何
に
由
て
か
具
さ
に
読
ん
や
と
。
拐
厳
に
曰
く
、
印
ち
佛
心
と
交
感
じ
佛
の
氣
分
を
稟
く
る
こ
と
書
へ
ば
中
陰
の
身
が

父
母
を
求
む
る
如
く
、
陰
信
明
通
し
て
如
末
の
種
に
入
り
道
胎
に
遊
ん
で
親
し
く
覺
胤
を
奉
ず
、
と
は
蓋
し
此
妙
遇
を

洩
さ
れ
た
り
。

一不

爾
陀
の
恩
寵
と
人
の
信
仰
と
の
感
合
の
状
態
は
、
爾
陀
の
光
は
證

一
な
る
も
人
の
心
機
は
三
能
に
分
れ
其
用
を
殊
に

す
。
恩
寵
と
信
仰
と
は
其
腱
は
異
な
る
も
其
感
合
す
る
機
能
は

一
に
し
て
、
自
己
の
精
神
機
能
に
致

一
的
に
す
。
知
力

に
は
啓
示
と
賓
現
し
、
心
情
に
は
解
腕
と
な
り
、
意
思
に
は
霊
化
と
現
じ
末
る
。

啓
示
に
三
種
あ
り
。
感
覺
的
と
篤
象
と
理
想
と
の
啓
示
な
り
。

（
一
）感
覺
的
啓
示
。

一
一
一



一
一
二

蒲
陀
三
味
に
凝
神
し
、
彼
の
爾
陀
の
資
在
が
自
己
の
精
神
に
賞
現
し
来
る
と
き
、
佛
知
見
開
嚢
し
て
責
在
を
證
明
す
。

彼
の
資
在
を
證
明
せ
ん
が
篤
に
凝
神
し
、
先
づ
直
観
に
自
己
の
意
識
に
現
じ
末
る
も
の
は
感
覺
的
な
り
。
先
づ
明
相

現
る
あ
り
。
或
は
錢
の
大
の
如
し
。
或
は
鏡
面
の
大
の
如
し
。
或
は
璃
瑠
地
内
外
映
徹
せ
る
を
見
、
或
は
自
亀
の
光
、

或
は
賓
像
相
好
光
明
等
、
或
は
佛
大
身
を
現
し
て
虚
空
に
偏
滞
し
或
は
丈
六
八
尺
等
を
観
見
す
る
等
は
、
定
中
の
意
識

の
所
観
な
り
と
い
へ
ど
も
、
悉
く
感
覺
的
啓
示
と
す
。

公
じ
富
象
的
啓
示
。

既
に
妙
色
荘
巌
を
観
じ
已
ら
ば
省
進
ん
で
爾
陀
の
内
證
を
観
ず
。
謂
ゆ
る
四
智
十
力
等
な
り
。

一
切
智
と
一
切
能
と

の
徳
と
神
聖
正
義
恩
寵
と
の
属
性
を
以
て
爾
陀
の
性
徳
を
顧
は
す
。
大
智
慧
の
光
明
普
く
法
界
精
神
界
偏
照
し
て
自
然

に
し
て
員
責
に
知
ら
ぎ
る
な
く
見
ざ
る
な
き
を
観
ず
。

起
信
に
曰
く
、

「
不
思
議
業
相
と
は
智
浄
相
に
依
る
を
以
て
能
く

一
切
の
勝
妙
境
界
を
作
す
。
謂
ゆ
る
無
量
切
徳
の

相
常
に
断
絶
な
く
衆
生
の
根
に
随
つ
て
自
然
に
相
應
し
種
々
に
現
じ
て
利
盆
を
得
し
む
る
が
故
」
と
は
是
な
り
。

一
切
能
と
は
起
信
に

「自
然
に
不
思
議
の
業
種
々
の
用
あ
り
。
印
ち
員
如
と
等
し
く
偏
ね
く

一
切
慮
に
偏
し
又
用
相

の
得
べ
き
有
る
こ
と
な
く
、
如
末
は
唯
法
身
智
相
の
身
。
第

一
義
諦
、
世
諦
あ
る
こ
と
な
し
。
但
衆
生
の
見
間
に
盆
を



得
る
に
随
ふ
。
故
に
読
て
用
と
篤
す
。」

一
切
智
と
は
大
智
慧
光
明

（心
性
不
起
）
の
義
。
偏
照
法
界
の
義
（心
性
見
を
離
る
）
員
賓
識
知
の
故
に
等
。
神
聖
態
は

こ
の
神
聖
、
大
智
憲
を
観
ず
る
時
、
絶
封
理
性
を
観
ず
れ
ば
、
自
己
の
良
心
を
醒
覺
し
て
、
道
徳
秩
序
を
嚢
見
し
、
神

聖
な
る
蒲
陀
の
馨
を
認
識
す
。
こ
こ
に
於
て
道
徳
の
根
底
は
み
な
爾
陀
の
光
な
る
を
見
る
。
爾
陀
の
神
聖
光
に
合
ふ
時

は
自
ら
侵
す
べ
か
ら
ざ
る
紳
聖
態
精
神
と
な
る
。

光
に
あ
ふ
て
阿
頼
耶
識
の
垢
去
れ
ば
、

大
回
鏡
智
。

一
切
依
正
三
報
事
理
す
べ
て
の
法
は
悉
く
如
東
大
回
鏡
智
の
裡
に
柄
現
す
る
を
見
る
。

不
等
性
智
。
第
七
意
識
の
垢
去
れ
ば
自
他
不
二
本
性
無
我
同

一
根
底
な
る
を
知
る
。

意
識
の
垢
滅
す
れ
ば
、

爾
陀
妙
観
察
智
を
。
謂
ゆ
る
能
く
諸
法
の
自
相
共
相
を
観
じ
て
衆
生
に
妙
法
を
説
い
て
覺
悟
せ
し
む
。

成
所
作
智
。
五
種
識
の
垢
を
除
け
ば
、
佛
の
能
く

一
切
種
々
の
妙
用
を
現
じ
て
衆
生
を
度
し
た
ま
ふ
を
観
ず
。

佛
は
十
種
の
智
力
を
以
て
一
切
衆
生
の
是
虎
非
虎
と
三
業
の
所
作
業
を
知
り
た
ま
ひ
、
衆
生
の
性
欲
の
善
悪
を
知
り

給
ふ
。
　

・

一
一
一一一



一
一
四

一
、
紳
霊
態
は
勢
能
の
智
慧
な
り
。
是
絶
封
理
性
に
し
て
紳
聖
園
滞
な
る
精
神
態
光
明
な
り
。
至
精
純

一
絶
封
に
し

て
、
こ
の
光
り
人
の
個
人
の
良
心
と
現
じ
て
道
徳
的
行
篤
自
律
的
に
な
す
こ
と
を
観
ず
べ
し
。

二
、
正
義
。
是
智
慧
の
用
と
な
る
光
に
し
て
よ
く
不
正
を
さ
け
て
正
義
な
ら
し
む
光
な
り
と
観
ず
べ
し
。

三
、
恩
寵
。
我
ら
無
明
と
罪
悪
に
よ
つ
て
亡
び
た
る
も
の
を
正
知
見
の
眼
を
典
へ
て
回
復
せ
し
む
。
無
縁
の
慈
悲
を

以
て
諸
の
衆
生
を
据
す
る
め
ぐ
み
の
光
な
り
と
観
ぜ
よ
。

３
じ
理
想
的
啓
示
。
法
身
観
。

是
爾
陀
の
賞
證
理
性
印
ち
法
性
法
身
な
り
。
自
性
身
は
無
始
無
終
に
し
て
、　
一
切
の
相
を
離
れ
、
諸
の
戯
論
を
離

れ
、

（周
目
）
無
際
に
し
て
凝
然
常
住
な
り
。
冥
想
的
観
念
、
絶
封
理
想
な
り
と
観
ず
べ
し
。

非
空
間
非
時
間
な
る
と
同
時
に
遍
空
間
遍
時
間
、
永
恒
常
然
、
員
々
如
々
の
理
性
證
な
り
と
観
ず
べ
し
。
此
光
能
く

衆
生
本
性
清
浄
に
し
て
同

一
根
底
に
し
て
爾
陀
の
一
分
身
た
る
こ
と
を
照
知
せ
し
む
。

是
の
如
く
心
機
能
的
致

一
に
蒲
陀
の
賞
在
を
観
念
的
に
證
し
明
し
た
る
を
啓
示
と
も
ま
た
三
味
嚢
得
と
も
名
づ
く
る

な
り
。



三

種

の

啓

示

知
情
意
の
三
能
に
感
合
し
て
此
三
能
を
資
金
す
る
爾
陀
の
光
印
ち
恩
寵
は
、
一
證
な
れ
ど
も
之
を
領
納
せ
る
機
能
に

よ
り
て
其
用
を
異
態
に
す
。
こ
の
爾
陀
の
恩
寵
と
人
の
信
仰
と
の
感
合
は
水
月
同
交
の
関
係
に
し
て
、
之
を
感
ず
る
慮

の
機
能
は
人
の
精
神
の
内
面
に
於
て
す
。
至
心
信
業
と
爾
陀
欲
望
の
精
神
が
機
能
致

一
の
状
態
は
、
自
己
の
心
象
に
安

現
す
べ
き
も
の
に
し
て
、
諦
か
に
比
が
賞
現
を
證
明
す
之
を
啓
示
と
云
ふ
。
印
ち
佛
知
見
開
示
の
義
な
り
。

智
の
啓
示
に
三
種
あ
り
。

一
に
感
覺
的
啓
示
。
感
合
の
順
序
に
先
づ
第

一
に
直
観
に
意
識
に
現
ず
る
も
の
は
感
覺
的

な
り
。
導
師
観
経
の
疏
に
、
諦
か
に
日
を
観
ず
る
に
其
利
根
の
者
は
一
坐
に
印
ち
明
相
現
前
を
見
る
。
境
現
ず
る
時
に

営
つ
て
、
或
は
銭
の
大
の
如
し
或
は
鏡
の
面
の
如
し
。
彼
瑠
璃
地
の
内
外
映
徹
せ
る
を
見
る
。
或
は
自
豪
の
光
を
見
或

は
賓
像
の
相
好
光
明
を
見
る
あ
り
。
或
は
大
身
を
現
じ
虚
杢
に
偏
滞
し
丈
六
八
尺
等
を
観
ず
る
あ
り
。
之
ら
は
す
べ
て

感
覺
的
啓
示
と
云
ふ
。
是
定
中
意
識
の
色
相
な
り
。

次
に
篤
象
的
の
啓
示
。
蒲
陀
の
光
を
観
ず
る
時
は
、
爾
陀
無
塵
の
相
好
妙
色
荘
厳
を
観
見
す
れ
ば
、
進
ん
で
粥
陀
の

一
一
五
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内
面
内
證
を
観
ず
。
謂
ゆ
る
四
智
十
力
等
な
り
。
蒲
陀
大
智
慧
光
明
普
く
法
界
精
神
界
を
照
し
、
紳
霊
態
正
義
恩
寵
等

無
極
に
し
て
衆
生
を
据
取
し
た
ま
ふ
。
彼
の
紳
霊
態
を
観
ず
れ
ば
絶
封
理
性
の
精
神
態
大
園
鏡
の
柄
現
す
。
紳
霊
威
厳

の
精
神
態
に
封
す
れ
ば
侵
す
べ
か
ら
ぎ
る
の
想
を
起
ｔ
、
至
精
至
粋
純

一
無
雑
の
至
員
霊
態
な
り
。
純
精
理
性
の
精
神

態
爾
陀
の
光
明
は
正
義
と
不
正
義
を
照
し
わ
く
。
印
ち
選
揮
本
願
の
意
を
表
し
爾
陀
は
十
智
力
を
以
て
正
不
を
照
見
し

其
不
正
を
措
い
て
正
義
を
撰
取
し
、
無
縁
の
慈
悲
の
恩
籠
を
以
て
衆
生
を
嬌
し
給
ふ
。
ま
た
佛
智
不
思
議
智
不
可
稀
智

大
乗
廣
智
無
等
無
倫
最
上
勝
智
を
了
す
と
は
、
是
篤
象
的
に
爾
陀
の
内
證
を
観
察
し
、
観
成
じ
て
彼
の
紳
霊
態
と
相
應

す
る
こ
と
機
能
的
に
致

一
し
た
る
を
遇
斯
光
と
云
ふ
。

三
、
法
身
観
念
的
啓
示
　
爾
陀
の
内
證
を
篤
象
的
に
観
ず
れ
ば
次
に
爾
陀
の
費
澄
を
観
ず
べ
し
。

自
性
身
は
心
地
観
経
に
其
自
性
身
は
無
始
無
終
に
し
て
一
切
の
相
を
離
れ
諸
の
戯
論
を
絶
す
（
　

）
無
際
に
し
て
凝

然
常
住
な
り
。
治
極
と
し
て
は
非
空
間
非
時
間
態
、
積
極
と
し
て
は
遍
空
間
遍
時
間
、
無
泰
の
法
門
悉
く
園
備
し
て
蒲

陀
に
在
り
。
縦
に
あ
ら
ず
横
な
ら
ず
。

一
に
非
ず
異
に
非
ず
。
賞
に
非
ず
虚
に
あ
ら
ず
。
亦
有
に
非
ず
無
に
非
す
。
本

性
清
浄
心
。
○
絶
た
り
。
之
を
法
身
理
證
と
云
ふ
。



開

一小

悟

人

念
佛
三
味
を
以
て
爾
陀
の
光
明
を
被
む
れ
ば
信
心
開
嚢
し
て
佛
知
見
を
開
示
さ
れ
、
秘
密
蔵
の
中
に
悟
入
す
る
こ
と

を
得
。

人
佛
澤
筆
は
印
ち
教
主
に
し
て
、
衆
生
の
心
身
を
開
嚢
し
た
ま
ふ
は
、
絶
封
の
霊
界
に
在
ま
す
あ
み
だ
如
末
の
心
光

に
接
鯛
す
べ
き
員
理
を
教

へ
た
ま
ふ
。
爾
陀
は
常
恒
に
心
光
普
く
照
し
て
十
方
衆
生
を
（婿
化
）
し
た
ま
ふ
。
衆
生

一
心

に
念
佛
三
味
に
入
つ
て
、
紳
（
こ
ゝ
ろ
）
を
凝
ら
し
て
不
断
な
れ
ば
、
三
味
嚢
得
し
て
佛
知
見
開
嚢
し
て
念
佛
三
味
に
て

如
末
の
聖
境
を
開
示
さ
る
。
其
形
式
を
明
さ
ば

開
（感
覺
的
啓
示
）

感
覺
的
と
は
、
三
味
定
中
に
如
末
の
相
好
光
明
、
ま
た
瑠
璃
賓
地
、
宮
殿
槙
閣
等
の
荘
厳
、
或
は
明
相
、
又
は
華
を

見
、
或
は
天
業
の
音
馨
を
感
じ
、
ま
た
は
妙
香
異
馨
を
感
じ
、
甘
露
妙
味
を
感
じ
、
ま
た
は
は
柔
模
衣
を
以
て
身
に
覆

は
る
る
等
、
色
馨
香
味
鯛
の
感
覺
的
に
感
ず
る
類
を
感
覺
的
啓
示
と
す
。

一
一
七
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示
（篤
象
的
啓
示
）

如
来
の
相
好
荘
厳
等
の
感
覺
よ
り
進
ん
で
如
末
の
智
慧
慈
悲
等
の
内
包
の
聖
徳
を
感
ず
。
観
経
に

「
佛
身
を
観
る
者

は
亦
佛
心
を
見
る
。
佛
心
と
は
大
慈
悲
是
な
り
無
縁
の
慈
を
以
て
諸
の
衆
生
を
掘
す
」
等
。
ま
た
如
末
の
大
園
鏡
智
等

の
四
智
乃
至
す
べ
て
の
内
證
の
徳
を
示
さ
る
。
亦
説
話
的
に
啓
示
せ
ら
る
。
聖
善
導
の
定
中
に
佛
曰
く
、
樹
を
伐
ら
ん

に
は
連
に
斧
を
下
せ
、
縁
な
き
に
は
共
に
語
る
こ
と
無
け
ん
。
家
に
還
ん
に
は
苦
を
辞
す
る
莫
れ
、
又
綽
を
し
て
三
罪

を
懺
悔
せ
し
む
べ
し
、
方
に
往
生
す
べ
し
等
。
観
経
の
疏
を
造
る
に
結
願
し
て
霊
験
を
請
求
す
る
に
夢
定
中
に
種
々
の

盤
相
を
感
じ
、
毎
夜
夢
中
に
常
に
一
の
信
あ
り
末
り
て
玄
義
科
文
を
指
授
し
た
ま
ふ
、
是
等
は
説
話
的
の
啓
示
な
り
。

悟
（法
身
理
想
的
啓
示
）。

如
末
法
身
の
性
に
證
入
す
。
法
身
の
證
に
證
入
と
は
、
群
疑
論
に
、
問
ふ
て
曰
く
念
佛
三
味
所
見
の
佛
は
三
身
の
中

に
は
何
の
身
を
見
る
と
せ
ん
や
。
澤
し
て
曰
く
、
通
じ
て
念
佛
三
味
を
論
ず
れ
ば
三
身
倶
に
念
ず
、
無
相
の
念
佛
三
味

を
得
ん
と
な
ら
ば
法
身
の
佛
を
念
ず
べ
し
。
有
相
の
念
佛
三
味
を
得
ん
と
な
ら
ば
報
化
の
身
の
佛
を
念
ず
べ
し
。
又
修

観
の
者
角
よ
り
細
に
至
て
、
先
づ
身
色
の
観
を
篤
し
後
に
法
身
の
観
を
作
す
べ
し
、
修
學
の
次
第
な
り
と
。
諄
の
見
性

は
直
に
自
性
天
員
清
浄
法
身
を
見
る
、
之
を
見
性
悟
道
と
す
、
之
に
準
ず
る
清
浄
法
身
を
見
る
を
悟
の
位
と
す
。



入
。

日
に
如
末
の
證
中
に
入
り
、
如
末
蔵
性
を
開
き
、
如
末
は
我
父
に
し
て
我
如
来
の
子
な
り
父
の
所
有
は
我
所
有
な

り
。
十
力
四
無
長
十
八
不
共
法
等

一
切
の
佛
法
蔵
に
入
て
自
（　
）
を
得
、
印
ち
無
生
法
忍
を
得
ま
た
陀
羅
尼
門
を
得
る

等
な
り
。
天
皇
大
師
は
光
州
大
蘇
山
に
於
て
法
華
三
味
を
修
し
法
華
経
を
誦
し
薬
王
品
中
是
員
精
進
是
名
員
法
供
養
如

末
の
旬
に
至
て
身
心
裕
然
寂
定
に
入
り
、
霊
山
會
上
に
大
衆
と
共
に
法
華
経
を
聞
く
會
坐
儀
然
と
し
て
散
せ
ざ
る
こ
と

を
徹
見
す
と
。
其
後
旋
陀
羅
尼
を
得
て
排
才
無
碍
を
得
た
り
と
。

一
一
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〇

佛

知

見

啓

示

宗
教
意
識
に
正
し
く
客
證
の
本
質
性
能
を
悟
達
證
明
す
る
事
を
得
る
を
啓
示
と
す
。
印
ち
客
腱
と
の
関
係
に
正
智
見

開
展
し
て
、
客
證
の
本
質
員
理
示
さ
れ
て
其
員
理
を
悟
入
す
る
の
義
な
る
が
故
に
。

正
知
見
の
眼
な
く
ば
菩
提
の
正
道
焉
ん
ぞ
夫
れ
進
行
す
る
を
得
ん
。
此
正
知
見
の
開
示
は
是
宗
教
生
活
の
眼
鮎
に
し

て
、
是
よ
り
紳
の
中
の
生
命
に
進
む
を
得
べ
し
。

佛
教
に
は
如
末
は
一
大
事
因
縁
を
以
て
の
故
に
出
現
し
た
ま
ふ
。
印
ち
衆
生
の
佛
知
見
を
開
示
し
て
、
佛
の
正
道
に

悟
入
せ
し
め
ん
が
篤
な
り
と
は
大
乗
園
滞
の
教
な
り
。

一
大
事
因
縁
と
は
本
来
主
性
と
客
饉
の
関
係
の
一
大
元
理
は
、

絶
封
精
神
態
の
阿
蒲
の
唯

一
本
證
は
、　
一
方
に
は
一
切
智
能
に
嚢
展
し
、
産
出
せ
ら
れ
た
る
世
界
の
個
人
衆
生
の
心
性

に
し
て
本
自
正
因
佛
性
と
し
て
神
的
性
能
具
備
す
。
ま
た
一
方
に
は
本
證
に
は
個
々
の
一
切
の
心
機
を
高
等
に
開
展
し

解
腕
霊
化
せ
し
む
べ
き
勢
能
を
以
て
衆
生
と
関
係
を
結
合
せ
ん
と
す
る
理
性
あ
り
、
之
を
縁
と
云
ふ
。
因
と
は
正
因
佛

性
と
て
一
切
衆
生
は
悉
く
理
性
あ
り
て
、
客
澄
と
関
係
す
べ
き
性
能
あ
り
。
喩
ば
木
に
火
の
性
能
あ
る
如
し
。
縁
と
は



客
饉
に
は
一
切
を
解
腕
霊
化
す
べ
き
性
能
あ
る
は
火
の
木
を
焼
く
が
如
し
。
こ
の
関
係
に
よ
つ
て
衆
生
は
知
見
を
開
示

し
て
菩
提
聖
道
に
進
入
す
る
故
に
、　
一
大
事
の
因
縁
の
故
に
世
に
出
現
し
た
ま
ふ
と
。

正
　
因

是
宗
教
意
識
の
設
定
、
紳
的
衝
動
な
り
。
佛
性
印
ち
紳
的
衝
動
は
自
ら
客
饉
の
内
容
を
憧
憬
し
つ
つ
、
客
證
と
の
感

應
を
得
ん
と
す
る
衝
動
に
し
て
、
常
に
、
よ
り
進
ん
で
、
高
度
の
意
識
に
進
勝
す
る
も
の
な
り
。
こ
の
紳
的
衝
動
を
佛

性
の
性
能
と
し
て
客
證
と
の
関
係
を
な
す
。
こ
の
感
應
す
る
虎
の
機
能
は
一
に
し
て
、
能
感
と
能
應
の
本
質
と
は
一
機

能
の
主
客
両
方
面
に
し
て
、
書
へ
ば
木
を
離
れ
た
る
火
に
非
ず
、
火
を
離
れ
て
木
の
焼
く
こ
と
な
き
が
如
し
。
故
に
主

證
印
ち
自
己
の
心
機
を
離
れ
て
外
に
恩
寵
を
求
め
、
恩
寵
を
離
れ
て
自
己
の
み
に
し
て
は
決
し
て
佛
知
見
開
示
し
悟
入

す
る
理
あ
る
こ
と
な
し
。
自
己
の
精
神
外
に
啓
示
を
求
む
べ
か
ら
ず
。
精
神
と
云
ふ
も
肉
口
心
縁
慮
心
を
云
ふ
に
非
ず

印
ち
絶
封
心
と
致

一
な
る
精
神
を
い
ふ
。

一
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一
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縁
因
印
ち
啓
示
材
料

啓
示
は
自
己
の
心
機
に
嚢
現
し
て
初
め
て
自
己
の
啓
示
と
す
。
歴
史
に
現
し
経
史
に
現
れ
た
る
啓
示
は
外
部
の
啓
示

に
し
て
未
だ
自
己
に
開
せ
ざ
る
な
り
。
他
の
木
の
火
の
如
く
、
自
己
に
嚢
現
す
る
に
非
ざ
る
よ
り
は
自
己
に
功
能
の
あ

る
な
し
。
例
へ
ば
人
あ
り
て
三
味
の
中
に
浄
土
の
二
報
を
感
見
し
常
に
阿
爾
の
光
婿
を
被
る
と
の
話
頭
、
或
は
大
悟
徹

底
の
設
話
を
い
か
ほ
ど
微
に
聞
得
る
も
、
そ
は
唯
外
部
の
事
に
し
て
自
ら
に
開
せ
ざ
る
な
り
。
正
し
く
自
己
の
心
機
に

願
現
し
て
初
め
て
啓
示
と
云
ふ
べ
し
。
其
要
素
は
印
ち
材
料
は
、
諄
門
の
如
く
四
十
八
則

一
千
七
百
の
公
案
の
如
く
、

一
の
公
案
に
専

一
丹
心
工
夫
し
一
心
凝
紳
し
て
一
旦
廓
然
と
し
て
悟
入
す
る
あ
り
。
或
は
教
観
あ
り
、　
一
念
の
心
を
観

じ
て
三
千
の
理
を
観
ず
る
も
あ
り
。
或
は
法
界
観

一
員
法
界
を
観
ず
る
あ
り
。
ま
た
心
佛
衆
生
是
三
無
差
別
三
不
等
観

に
静
慮
す
る
あ
り
。
何
れ
も
要
す
る
虎
自
己
の
心
機
に
、
そ
の
関
係
に
よ
り
て
開
展
し
て
其
員
理
を
知
見
し
悟
達
す
る

に
あ
り
。
心
機
開
展
を
要
す
る
な
れ
ば
、
何
の
材
料
に
縁
る
も
可
な
り
と
謂
ふ
類
も
有
れ
ど
も
、
若
し
心
機
鍛
錬
術
と

し
て
見
れ
ば
然
ら
ん
も
、
宗
教
と
し
て
は
紳
的
動
機
に
よ
り
て
宗
教
活
動
を
要
せ
ん
に
は
、
唯

一
の
恩
寵
に
縁
る
の
外



に
正
知
見
典
へ
得
ら
る
る
道
な
き
を
示
さ
ん
。
方
便
の
門
多
し
と
雖
も
帰
す
る
虎
唯

一
の
み
。

宗
教
関
係
に
し
て
其
縁
す
る
虎
印
ち
材
料
は
、
佛
と
問
へ
ば
、
干
尿
概
と
し
又
は
麻
三
片
と
答
へ
た
る
如
き
、
そ
れ

は
一
切
物
と
し
て
佛
な
ら
ぎ
る
は
な
し
、
（非
）
門
よ
り
云
は
ば
何
れ
か
之
員
の
佛
な
ら
ん
な
れ
ば
又
然
る
べ
し
。

然
れ
ど
も
員
面
目
な
る
宗
教
と
し
て
紳
聖
唯

一
の
恩
寵
に
縁
る
外
正
知
見
開
示
悟
入
す
る
道
な
き
を
信
ず
る
に
如
か

ず
。若

し
無
念
の
知
見
を
得
れ
ば
酒
々
落
々
、
愛
悪
自
然
に
淡
泊
に
し
て
悲
智
自
然
に
増
明
す
と
の
如
く
、
是
不
可
な
る

に
非
ざ
る
も
、
客
じ
に
封
す
る
長
敬
の
念
を
快
き
、
す
べ
て
の
感
情
的
信
仰
の
要
素
快
け
て
、
冷
索
落
真
に
流
れ
乾
燥

無
味
と
な
り
、
紳
的
活
動
新
鮮
な
る
活
氣
を
失
ひ
、
無
限
に
封
し
て
抑
損
す
。
紳
的
憧
憬
と
は
客
證
に
帰
命
信
頼
し
甚

深
な
る
悲
壮
の
感
動
を
生
ず
る
如
き
の
感
情
。
信
仰
の
動
機
と
成
る
べ
き
風
流
雅
致
の
宗
教
意
識
を
作
る
に
は
可
な

り
、
然
れ
ど
も
紳
聖
正
義
恩
寵
に
よ
り
至
員
至
善
至
美
ま
た
瀞
韻
仕
快
な
る
意
識
を
作
る
に
は
不
適
営
な
り
。

善
導
大
師
は
観
経
及
び
般
舟
経
等
に
依
り
て
、
客
證
の
員
金
色
園
光
徹
照
し
端
正
な
る
を
思
想
観
察
す
る
こ
と
を
教

へ
給
ひ
し
。
慮
山
の
遠
公
も
阿
爾
陀
佛
を
専
念
凝
紳
せ
し
こ
と
博
に
見
ゆ
。

宗
教
と
し
て
は
初
め
に
感
覺
的
紳
的
表
明
は
最
も
純
粋
な
る
宗
教
意
識
を
作
る
に
適
す
べ
し
。

一
一
一三



一
二
四

客
腱
に
封
す
る
観
念
に
は
阿
蒲
は
本
質
は
精
神
態
な
る
も
、
関
係
に
つ
い
て
の
観
念
に
は
可
成
程
は
園
満
な
る
客
饉

性
能
を
表
明
す
べ
き
表
示
を
要
す
。
感
覺
と
し
て
は
、
阿
爾
陀
佛
員
金
色
に
し
て
回
光
徹
照
し
端
正
無
比
な
り
と
想
ふ

べ
し
。
ま
た
阿
蒲
陀
佛
は
紳
聖
態
に
し
て
正
義
と
慈
悲
と
全
智
憲
全
能
な
る
威
紳
無
極
紳
な
り
と
観
ず
べ
し
。

啓

示

の

員

否

拐
厳
起
信
等
に
、
行
者
加
行
の
中
に
在
り
て
魔
の
篤
に
障
碍
せ
ら
る
る
こ
と
を
明
す
。
拐
厳
に
は
色
受
想
行
識
五
陰

に
各
種
々
の
妄
象
顧
現
し
て
人
の
精
神
を
惑
乱
す
と
云
こ
と
を
説
け
り
。
ま
た
諸
の
魔
外
道
鬼
紳
の
篤
に
惑
乱
せ
ら
る

る
に
、
若
く
は
坐
中
に
形
を
顧
し
て
恐
怖
、
或
は
端
正
男
女
等
の
相
を
現
ず
、
営
に
唯
心
を
念
ず
べ
し
、
境
界
則
滅
し

て
修
に
僣
ま
さ
れ
ず
と
。
或
は
天
像
菩
薩
像
を
現
じ
、
或
は
如
末
像
相
好
具
足
し
若
し
は
陀
羅
尼
を
説
き
或
は
宿
命
過

去
の
云
何
を
知
ら
し
む
。
或
は
世
間
名
利
の
事
を
貪
着
せ
し
め
又
人
を
し
屡
瞑
り
瞑
喜
ん
で
性
常
準
な
く
或
は
多
く
慈

愛
多
睡
多
宿
多
病
に
し
て
其
心
を
保
怠
な
ら
し
む
等
。
こ
れ
専
ら
紳
的
観
念
の
中
に
於
て
或
は
身
證
と
精
神
と
の
不
健

全
に
調
練
さ
る
る
篤
に
し
て
、
精
神
に
専
ら
凝
静
静
慮
す
る
に
、
或
は
曾
て
印
象
し
た
る
種
々
の
象
相
の
再
現
す
る
に



に
外
な
ら
ざ
る
な
り
。
正
し
く
一
の
要
素
あ
り
て
そ
れ
に
劃
す
る
観
念
な
ら
ば
本
よ
り
正
賞
と
云
ふ
ベ
し
。
然
る
に
期

せ
ざ
る
慮
の
物
象
が
費
現
す
る
は
不
可
な
り
。
是
全
く
修
館
の
未
熟
な
る
と
ま
た
臓
の
性
質
の
自
然
な
ら
ざ
る
に
よ

る
。
悪
魔
と
云
ふ
も
外
に
在
て
爾
る
に
非
ず
。
全
く
自
己
精
神
の
用
意
の
完
全
な
ら
ざ
る
な
り
。
若
し
ょ
く
砕
O
精
修

熟
達
す
る
時
は
念
に
障
ひ
意
志
に
隠
っ
て
自
在
な
る
を
得
ベ
し
。

魔
と
云
ふ
も
自
己
の
精
一
瞬
の
未
だ
調
通
し
熟
達
せ
ざ
る
鯖
に
し
て
、
斯
の
如
き
の
業
相
魔
障
と
名
づ
く
べ
き
精
神
の

妄
想
的
作
用
を
帯
磁
す
る
に
非
ざ
れ
ば
、
純
粋
な
る
精
神
態
と
し
て
鷺
期
す
る
慮
の
客
値
の
本
質
と
感
臆
し
致
一
す
る

こ
と
能
は
ざ
る
べ
し
。

注
意
す
べ
き
事
は
、
た
と
へ
聾
期
す
る
と
こ
ろ
の
本
賀
県
賓
に
護
見
す
る
こ
と
を
得
る
も
、
其
獲
得
に
悦
び
て
内
心

雄
々
す
る
如
き
は
是
魔
と
い
は
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
若
し
何
に
し
て
も
全
く
自
己
の
跡
的
概
念
の
啓
一
不
た
る
債
値
あ
り

て
、
宗
教
生
活
の
眼
目
と
成
る
と
き
は
、
是
魔
と
か
或
は
妄
想
と
い
ふ
べ
か
ら
ず
。

或
は
精
紳
の
錯
売
し
易
き
と
或
は
病
的
な
る
妄
売
な
る
あ
り
。
幻
費
よ
り
起
る
等
は
す
べ
て
之
を
従
来
魔
と
侮
へ
来

れ
り
。

一
一
一
五



一
一
一
一（

大
乗
佛
教
は
啓
示

小
乗
教
の
朴
質
な
る
意
識
よ
り
進
み
末
り
し
大
乗
佛
教
は
最
も
理
想
高
速
に
し
て
幽
玄
深
遠
な
る
理
に
富
続
な
る
宗

教
意
識
な
れ
ば
、
現
賓
世
界
を
超
越
し
た
る
精
神
界
の
内
容
印
ち
観
念
世
界
の
方
面
の
み
を
示
せ
り
。
故
に
其
所
説
の

要
素
は
概
し
て
三
味
定
中
の
内
面
を
説
明
し
た
る
も
の
に
し
て
、
其
内
容
を
窺
は
ん
と
す
る
に
は
、
三
味
に
入
て
観
念

世
界
に
通
入
す
る
に
非
ざ
れ
ば
、
其
本
質
の
義
に
悟
達
す
る
こ
と
能
は
ざ
る
は
大
乗
佛
教
の
特
質
な
り
。
華
厳
は
、
華

厳
三
味
海
中
の
内
容
に
し
て
、
法
華
は
法
華
三
味
の
客
證
の
表
明
に
し
て
、
何
れ
も
其
内
容
は
三
味
定
慮
に
入
る
に
非

ざ
れ
ば
窺
ふ
こ
と
を
許
さ
ず
。
故
に
蓮
華
蔵
世
界
に
遊
入
し
て
、
理
事
無
碍
法
界
の
、
ま
た
慮
舎
那
の
官
殿
に
昇
ら
ん

と
欲
せ
ば
、
華
厳
三
味
の
費
錦
を
要
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。

霊
山
會
上
に
親
し
く
法
身
具
相
三
十
二
萬
徳
園
滞
に
大
衆
の
篤
に
目
続
せ
ら
れ
て
常
恒
説
法
の
啓
示
を
獲
ん
と
せ
ば

法
華
三
味
に
よ
ら
ざ
れ
ば
大
事
の
門
開
く
こ
と
能
は
ず
、
故
に
大
乗
佛
教
に
教
ゆ
る
所
の
常
佳
現
在
の
佛
陀
に
接
せ
ん

に
は
佛
知
見
を
開
示
せ
ざ
れ
ば
其
本
質
意
識
に
達
入
す
る
な
し
。
故
に
大
乗
佛
教
の
員
賞
内
容
を
識
ら
ん
と
欲
せ
ば
須



ら
く
精
神
の
内
容
に
入
る
べ
き
三
味
に
よ
ら
ぎ
る
べ
か
ら
ず
。

昔
恵
遠
法
師
鷹
山
に
在
て
白
蓮
走
を
結
び
、
専
ら
精
神
を
西
方
の
聖
客
に
凝
紳
し
、
至
精
至
微
幽
を
極
め
精
を
泰
し

て
、
多
年
三
摩
耶
の
中
に
於
て
佛
陀
の
聖
貌
を
観
じ
、
浄
土
瑠
璃
費
地
及
び
璃
池
水
流
光
明
妙
法
を
演
暢
す
る
を
観

じ
、
其
他
の
比
會
に
開
典
す
る
高
信
逸
士
、
遠
公
の
高
志
餃
潔
な
る
志
操
を
慕
ふ
て
同
じ
く
浄
業
を
精
練
し
一
心
純
熟

し
て
或
は
聖
顔
を
感
じ
浄
境
を
観
見
す
る
も
の
甚
だ
多
し
。
又
南
岳
憲
思
藤
師
定
中
に
あ
つ
て
爾
陀
及
爾
勒
の
摩
頂
を

被
る
が
如
き
、
又
隋
の
智
者
大
師
法
華
三
味
を
行
じ
て
経
を
誦
し
葉
王
品
の
是
員
精
進
是
名
員
法
供
養
如
末
と
云
ふ
文

に
至
つ
て
、
印
ち
裕
然
と
し
て
大
悟
し
て
霊
山
の
一
會
儀
然
と
し
て
未
だ
散
ぜ
ざ
る
を
見
る
。

唐
の
善
導
大
師
。

啓
示
に
種
々
あ
り

天
然
教
は
ヽ
神
の
啓
示
と
し
て
信
ず
る
虎
は
本
よ
り
幼
稚
に
し
て
、
其
感
覺
相
に
或
は
ト
ー
カ
ミ
の
紳
ヨ
セ
に
紳
は

人
に
托
し
て
豫
言
を
示
す
、
或
は
物
教
な
ど
と
言
ひ
、
又
儒
教
の
亀
竹
笙
に
紳
の
卜
笠
に
啓
示
せ
り
。
易
の
理
の
如
き

一
二
七



一
二
八

は
是
儒
の
啓
示
な
り
。
何
に
し
て
も
天
然
的
幼
稚
な
る
こ
と
は
論
を
侯
た
ず
。

儒
に
國
家
辮
興
、
必
有
積
詳
、
國
家
辮
亡
、
必
有
妖
革
、
見
二
干
著
亀
一動
予
四
證
、
謳
稲
辮
′
至
、
善
必
先
知
之
、

不
善
必
先
知
之
、
故
至
誠
如
レ紳

小
乗
教
、
費
糧
位
煙
位
別
絶
念
所
観
に
よ
つ
て
能
く
似
解
の
十
六
諦
観
を
嚢
し
佛
法
の
氣
分
を
得
警
ば
火
を
鑽
る
に

煙
起
る
如
し
。
又
春
陽
の
慄
嚢
る
が
如
し
。
慧
を
も
て
境
を
鑽
ば
相
似
の
解
を
嚢
す
。
解
は
印
ち
慄
に
喩
ふ
。
又
春
夏

華
草
を
集
め
ば
自
ら
涙
生
ず
る
が
如
し
。
四
諦
の
憲
を
も
て
善
法
を
集
め
、
善
法
薫
積
し
て
慧
解
起
る
こ
と
を
得
、
故

に
震
と
云
ふ
。
頂
法
は
韓
た
分
明
に
戻
の
上
に
在
て
、
山
頂
に
四
方
を
晴
る
が
如
し
。
忍
法
は
似
解
増
長
し
自
ら
忍
可

す
。
世
第

一
は
有
漏
の
極
な
り
精
神
世
間
を
超
越
せ
ん
と
す
。

見
道
に
見
惑
を
断
じ
て
員
理
を
見
る
。
修
道
思
惟
し
て
四
員
諦
を
縁
す
。
無
學
道
員
を
研
て
惑
を
断
じ
て
學
と
す
。

員
窮
つ
惑
蓋
を
無
學
道
と
篤
す
。
小
乗
の
客
澄
と
の
関
係
に
偏
員
の
無
我
の
理
を
見
る
を
開
示
し
て
悟
入
す
る
に
あ

り
。
法
華
に
は
天
奎
の
澤
に
よ
る
に
、
三
諦
の
境
を
観
ず
る
三
観
の
慧
を
用

つ
て
す
。
不
思
議
の
境
を
観
る
に
、
謂

く
、　
一
念
の
心
を
観
ず
る
に
三
千
の
性
相
百
界
十
如
を
具
足
し
て
減
す
る
こ
と
無
し
。

進
化
嚢
達
せ
る
精
神
宗
教
に
て
は
、
客
證
と
の
関
係
に
知
見
を
啓
示
せ
ら
る
る
も
観
念
的
に
啓
示
せ
ら
る
る
が
故



に
、
先
づ
客
饉
の
要
素
は
聖
典
に
示
さ
る
。
例
せ
ば
無
量
壽
佛
員
金
色
に
し
て
相
好
光
明
の
相
を
聞
き
、
或
は
形
像
に

表
明
せ
る
も
の
を
篤
象
し
、
之
を
反
映
し
客
饉
化
し
て
啓
示
と
す
る
如
く
、
客
饉
の
本
饉
は
本
よ
り
精
神
の
封
象
に
し

て
之
を
法
界
身
と
名
づ
く
。
感
覺
的
の
妙
色
荘
厳
と
い
ふ
も
経
験
界
の
感
覺
に
あ
ら
ず
。
天
然
教
の
如
く
五
官
に
封
す

る
感
覺
に
獣
示
せ
ら
る
る
と
は
異
れ
り
。

暫
く
、
天
童
の
三
諦
に
封
す
る
三
観
。

又
華
厳
の
理
事
等
の
四
の
法
界
観
、
理
論
的
観
念
観
に
し
て
、
宗
教
の
啓
示
と
し
て
は
不
適
切
な
ら
ん
も
、
其
大
意

を
述
べ
ば

華
厳
の
絶
封
員
心
、
印
ち
唯

一
員
心
印
ち

一
員
法
界
は
絶
じ
て
萬
有
を
該
ね
印
ち
之

一
心
。
然
る
に
心
萬
有
を
融
し

て
印
ち
四
種
法
界
と
成
る
。

一
に
事
法
界

（界
は
分
の
義
、　
一
々
分
齊
差
別
あ
る
が
故
に
）
二
に
理
法
界

（界
と
は
性

の
義
、
無
蓋
事
法
同

一
性
の
故
に
）
三
に
理
事
無
碍
法
界
、
性
分
無
碍
故
、
四
事
々
無
碍
法
界
、　
一
切
差
別
分
齊
事
法

一
々
如
性
融
通
、
重
々
無
義
故
。

一
二
九



一
三
〇

智
慧
光
―

智
力
的
信
仰

如
末
の
智
慧
光
と
の
関
係
に
、
人
は
佛
智
見
開
き
て
如
末
の
員
理
を
信
認
し
悟
達
す
る
を
要
す
。
印
ち
如
来
の
過
境

的
費
在
を
證
明
し
、
興
え
ら
れ
た
る
知
見
に
よ
つ
て
佛
道
肴
進
の
光
明
と
な
る
。
印
ち
是
如
末
の
啓
示
な
り
。

信
は
澄
浄
認
許
の
二
義
と
は
知
的
信
仰
に
名
づ
く
。
澄
浄
と
は
如
末
の
恩
籠
の
関
係
機
能
致

一
に
自
己
の
心
念
疑
雲

す
で
に
霧
れ
信
水
す
で
に
澄
み
、
如
末
の
員
月
を
澄
浄
な
る
心
水
に
賞
感
し
、
信
心
清
浄
な
る
故
に
、
こ
こ
に
於
て
賞

在
を
證
明
し
其
本
質
意
義
に
悟
達
し
其
過
境
的
員
理
な
る
を
機
能
に
賞
現
し
冷
緩
自
知
な
る
を
認
許
の
義
と
す
。

ま
た
知
力
信
仰
は

（科
學
的
の
認
識
に
求
む
る
に
）
宗
教
的
関
係
の
三
味
定
中
に
よ
り
て
其
賓
在
を
信
認
す
る
に
あ

り
。
三
味
と
は
宗
教
的
関
係
の
機
能
致

一
の
状
態
の
意
義
な
れ
ば
な
り
。
三
味
は
主
證
に
は
観
照
ま
た
霊
感
を
得
、
客

腱
に
は
啓
示
な
り
。

智
力
的
信
仰
は
宗
教
的
関
係
の
観
照
印
ち
客
證
の
本
質
形
式
を
知
見
す
。
印
ち
紳
の
観
念
を
或
は
相
好
光
明
ま
た
は

内
包
の
徳
た
る
慈
悲
智
慧
紳
聖
を
反
映
し
客
澄
化
し
て
啓
示
す
る
は
機
能
致

一
の
観
照
な
り
。
舎
摩
佗
、
昆
婆
娑
那
、



印
ち
止
観
な
り
。
止
は
藤
那
、　
一
切
の
不
○
の
念
慮
を
排
し
一
心
凝
集
。

経
に
佛
法
の
大
海
に
は
信
を
以
て
能
入
と
し
、
信
は
道
源
功
徳
の
母
と
。
賞
に
自
ら
の
理
性
承
認
す
る
に
あ
ら
ざ
る

よ
り
は
、
心
情
に
於
て
も
昴
命
憑
依
し
て
安
立
す
る
こ
と
能
は
ざ
る
な
り
。
全
く
心
情
の
安
立
を
う
る
は
如
来
の
賓
在

を
信
認
し
、
其
植
能
に
一
任
す
る
と
き
は
必
解
腕
を
得
る
と
自
ら
承
認
す
れ
ば
な
り
。
若
し
之
を
疑
ひ
確
信
あ
ら
ざ
れ

ば
宗
教
生
活
は
望
む
べ
か
ら
ず
。

（直
指
人
心
見
性
の
如
き
は
驀
直
に
自
己
の
霊
性
を
捕
捉
し
て
、
自
心
本
是
佛
な
り
と
の
如
き
は
観
照
の

（　
　
）

観
照
、
見
性
、
感
應
）

啓
示
は
宗
教
的
意
識
を
向
上
せ
し
む
る
と
こ
ろ
の
光
明
に
し
て
、　
一
た
び
啓
示
を
獲
て
之
に
止
る
べ
き
に
あ
ら
ず
、

啓
示
は
不
断
に
宗
教
意
識
を
高
き
に
導
く
と
こ
ろ
の
光
と
し
て
、
人
は
典
え
ら
る
る
知
見
に
よ
つ
て
向
上
し
、
人
の

信
念
の
す
す
む
に
随
つ
て
啓
示
は
高
等
に
顧
現
す
。

宗
教
的
意
識
は
不
識
的
の
蓋
然
た
る
よ
り
、
正
し
く
意
識
的
に
啓
示
せ
ら
れ
其
賓
質
を
證
明
し
悟
入
す
る
に
至
る
。

信
仰
に
三
種
の
信
認
あ
り
。

一
仰
信
、
二
解
信
、
三
證
信

一
〓
一
一
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仰
信
と
は
不
識
的
に
客
饉
に
封
し
帰
依
渇
仰
し
封
象
を
科
學
的
に
求
む
る
を
要
せ
ず
。

一
心
一
向
に
過
境
的
費
在
を

信
じ
理
性
の
批
判
を
顧
み
ず
。

是
宗
教
的
意
識
の
根
本
は
心
理
的
に
観
ず
れ
ば
宗
教
的
衝
動
と
し
て
、
霊
的
衝
動
は
不
識
の
中
に
紳
的
憧
憬
の
念
萌

嚢
し
高
き
あ
な
た
に
雲
井
は
る
か
に
帰
依
渇
仰
の
信
念
と
現
れ
、
い
か
に
も
し
て
宗
教
的
関
係
の
員
賓
を
得
ん
と
欲
求

す
。法

華
に
所
謂
る
、　
一
心
に
佛
を
見
ん
と
欲
し
て
自
ら
身
命
を
惜
ま
ず
、
ま
た
其
人
の
懸
慕
を
嚢
す
は
是
宗
教
的
性
能

印
ち
本
因
。
こ
の
本
因
は
形
而
上
よ
り
論
ず
れ
ば
、
法
身
蔵
性
よ
り
賦
せ
ら
れ
た
る
も
の
、
物
と
共
に
進
化
の
人
類
と

し
て
顧
現
し
た
る
も
の
な
ら
ん
。

宗
教
的
性
能
が
代
々
遺
体
と
し
て
向
上
し
末
り
し
素
質
こ
そ
や
が
て
如
末
の
啓
示
の
恩
寵
に
預
る
べ
き
豫
備

に
し

て
、
い
ま
だ
意
識
的
に
責
在
を
證
明
す
る
に
い
た
ら
ぎ
る
も
、
宗
教
的
関
係
の
素
因
た
る
仰
信
な
り
。
此
仰
信
こ
そ
や

が
て
員
の
佛
子
た
る
啓
示
を
う
く
べ
き
の
卵
、
佛
知
見
の
マ
ニ
賓
珠
と
な
る
べ
き
咲
質
な
り
。
・

解
信
と
は
不
識
的
盲
従
的
仰
信
よ
り
意
識
的
に
如
末
の
本
質
意
識
を
悟
達
せ
ん
と
欲
す
る
に
科
學
と
の
封
照
に
よ
り

ま
た
自
己
の
理
性
を
し
て
滞
足
せ
し
む
べ
き
と
こ
ろ
の
員
理
を
理
論
の
學
説
の
方
向
に
於
て
先
づ
宗
教
的
員
理
を
認
識



す
。
理
論
と
し
て
は
如
来
の
啓
示
が
い
か
に
人
の
知
見
を
う
べ
き
や
、
如
末
の
本
質
性
能
は
之
を
名
字
の
上
に
示
さ
ば

い
か
な
る
表
跳
を
以
て
其
内
容
を
表
明
す
る
や
。
ま
た
聖
典
に
録
す
る
と
こ
ろ
の
止
観
の
相
貌
啓
示
を
表
明
す
る
こ
と

を
録
せ
る
経
典
に
如
末
の
相
好
園
満
な
る
表
象
を
以
て
應
身
を
啓
示
す
等
の
如
き
、
教
理
文
字
に
研
究
精
密
に
し
、
啓

示
の
表
明
及
び
證
得
の
功
果
は
い
か
な
る
精
神
状
態
と
な
る
か
の
如
き
を
明
ら
に
解
し
て
、
理
論
と
し
て
は
も
は
や
疑

目
を
と
ど
む
べ
き
餘
地
な
き
に
至
れ
ば
印
ち
解
信
な
り
。
・

し
か
る
に
解
信
は
更
に
進
ん
で
員
賞
な
る
宗
教
的
関
係
印
ち
三
味
の
中
に
於
て
啓
示
を
興
へ
ら
れ
る
べ
き
豫
備
と
し

固
式
と
し
て
員
賞
債
値
あ
り
、
解
信
は
、
宗
教
の
費
地
の
意
識
に
あ
ら
ざ
る
を
以
て
、
こ
れ
を
以
て
す
で
に
得
た
り
と

せ
ば
、
増
上
慢
に
堕
し
、
理
論
の
病
的
に
陥
り
、
文
字
の
葛
藤
に
縛
せ
ら
れ
て
、
い
た
づ
ら
に
他
の
賓
貨
を
○
ひ
て
自

ら
牛
錢
の
債
を
得
ぎ
る
に
至
ら
ん
。
現
代
の
宗
教
を
求
む
る
も
の
理
論
を
以
て
員
理
を
認
識
せ
ん
と
欲
す
る
も
の
こ
と

に
多
し
。
學
の
理
解
は
賞
地
の
知
見
の
眼
を
開
く
べ
き
豫
備
な
る
こ
と
を
識
ら
ず
、
哀
む
べ
し
。

解
信
の
以
て
得
と
す
る
虎
は
、
歴
史
的
に
普
○
的
啓
示
な
り
。
聖
典
語
録
及
び
歴
史
的
に
世
界
に
願
は
れ
行
れ
あ
る

教
植
文
字
の
員
理
は
光
明
を
興
へ
つ
つ
あ
り
、
故
に
學
ぶ
べ
し
。

天
菫
大
師
は
間
藤
と
名
字
信
と
を
嫌
へ
り
。
闇
藤
と
は
佛
教
廣
大
甚
深
な
り
、
聖
典
及
古
奪
宿
の
示
し
た
る
亀
鑑
に

一
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依
り
て
自
己
の
啓
示
を
證
明
し
ま
た
向
上
し
無
邊
の
佛
法
海
に
優
遊
せ
ん
と
す
る
は
間
諄
者
の
能
は
ざ
る
虎
な
り
。

ま
た
佛
教
の
員
理
を
知
見
す
る
は
観
心
修
練
の
功
果
と
し
て
三
味
成
熟
し
宗
教
的
費
験
し
て
佛
知
見
典
え
ら
る
る
も

の
と
す
。
し
か
る
に
唯
教
植
文
字
の
中
に
如
来
の
本
質
を
嚢
見
せ
ん
と
す
る
如
き
は
甚
だ
不
可
な
り
。
教
経
語
録
等
す

べ
て
の
解
義
な
る
も
の
は
其
賞
啓
示
の
材
料
と
は
な
る
べ
し
。
材
料
を
以
て
い
か
に
精
密
に
研
究
す
と
も
直
ち
に
心
盤

を
照
す
光
明
と
云
ふ
べ
か
ら
ず
、
蓋
に
は
太
陽
の
明
を
求
む
べ
か
ら
ず
。

證
信
の
手
段
と
な
る
べ
き
解
信
に
依
憑
と
直
授
の
二
種
あ
り
。
前
者
は
聖
典
及
び
租
師
の
語
録
等
の
依
る
べ
き
庭
に

よ
り
て
自
己
の
宗
教
の
員
理
を
認
む
べ
き
こ
と
を
嚢
見
し
、
是
に
よ
り
て
自
己
の
正
し
く
理
解
に
よ
り
て
確
信
を
立
つ

べ
き
も
の
、
空
師
が
導
師
観
経
の
疏
の
一
心
専
念
の
文
に
よ
り
て
爾
陀
の
員
意
を
解
信
し
た
る
如
き
。
後
者
は
博
承
的

に
面
授
せ
ら
れ
て
師
費
相
博
し
て
宗
教
的
員
理
を
博
承
す
。
喩
へ
ば
大
乗
の
菩
薩
戒
を
嚢
得
す
る
は
博
燈
師
に
よ
り
て

受
戒
の
時
に
翔
磨
の
一
刹
那
に
嚢
得
し
菩
薩
戒
の
本
質
を
解
信
す
る
如
き
を
云
ふ
。
前
の
教
経
に
依
り
て
如
末
の
本
質

は
か
く
か
く
な
り
と
如
責
に
解
信
し
、
こ
れ
に
よ
り
て
得
た
る
如
末
の
本
質
を
表
明
せ
る
三
味
の
内
容
及
び
形
式
の
理

を
解
し
、
之
を
以
て
如
賓
修
行
の
材
料
と
し
て
如
賓
に
修
行
す
る
と
き
は
廣
大
甚
深
な
る
如
末
の
大
海
を
も
如
責
に
知

見
す
べ
き
こ
と
を
得
べ
し
。



ま
た
博
承
的
の
直
授
と
し
て
は
、
生
け
る
経
典
な
る
善
知
識
は
親
拿
つな
）
三
味
海
中
に
如
責
に
啓
示
を
得
た
る
身
と

し
て
そ
の
経
験
を
以
て
、
自
己
の
篤
に
、
啓
示
を
獲
べ
き
虎
の
刺
激
を
典
え
る
も
の
な
り
。
直
接
の
刺
激
は
大
に
親
弟

的
啓
示
の
助
成
と
な
る
こ
と
は
功
あ
り
。
し
か
れ
ど
も
直
接
の
博
承
と
い
へ
ど
も
そ
は
責
縁
に
し
て
全
く
自
己
の
直
接

の
啓
示
に
は
あ
ら
ず
。

佛
陀
の
た
ま
は
く
、
我
説
法
は
月
を
指
す
指
の
如
く
、
指
は
正
し
く
月
を
指
し
て
教
ゆ
べ
く
も
、
指
は
指
に
し
て
月

に
あ
ら
ず
。
員
賓
の
啓
示
は
指
す
べ
く
も
観
ぜ
し
む
べ
か
ら
ず
。
若
し
之
を
張
い
て
相
体
の
名
を
用
い
ば
以
心
博
心
。

師
の
内
的
證
明
せ
る
直
接
の
関
係
に
よ
り
て
、
責
に
も
そ
れ
と
同
じ
く
如
末
の
本
質
を
知
見
し
た
る
の
み
。
指
示
に

よ
り
て
正
し
く
自
ら
月
を
観
た
る
も
の
な
り
。

着
し
如
末
の
本
質
員
義
を
名
字
に
責
現
し
物
理
的
に
表
現
す
べ
き
も
の
と
せ
ば
、
博
承
す
べ
き
も
、
例
へ
ば
火
て
ふ

語
印
ち
全
く
火
な
ら
ば
人
を
焼
か
ん
。
擬
す
べ
く
、
現
ず
べ
か
ら
ず
。
自
ら
親
期
的
に
、
啓
示
に
て
始
め
て
賓
現
す
。

之
を
證
信
と
名
づ
く

證
信
。

宗
教
的
関
係
の
責
現
を
證
明
し
賓
在
本
質
を
信
認
し
正
し
く
知
見
を
典
え
ら
れ
た
る
を
證
信
と
名
づ
く
。

一
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経
典
文
字
の
解
澤
は
天
菫
大
師
の
六
印
の
中
に
名
字
印
に
し
て
、
い
か
に
経
論
の
文
義
に
精
進
し
講
説
を
巧
に
す
る

も
名
字
印
の
分
齊
に
し
て
全
く
自
己
の
活
け
る
啓
示
を
得
た
る
も
の
と
云
ふ
べ
か
ら
ず
。
自
己
と
同
じ
き
親
期
的
啓
示

を
得
べ
き
豫
備
と
は
な
ら
ん
。
ま
た
教
相
の
文
義
に
よ
り
て
啓
示
の
相
を
信
受
せ
ざ
れ
ば
弟
（み
つ
か
）
ら
啓
示
を
得
べ

き
助
成
機
関
な
し
。
要
す
る
に
自
己
親
期
的
の
啓
示
印
ち
冷
媛
の
自
知
の
費
地
に
い
た
ら
ん
こ
と
を
。
博
承
の
啓
示
い

か
に
名
師
に
よ
り
博
燈
を
稟
く
る
も
博
燈
の
名
師
は
員
證
の
邪
正
員
倫
を
證
明
す
べ
き
も
、
弟
親
的
啓
示
は
自
己
と
客

饉
と
の
宗
教
的
関
係
に
於
て
直
観
若
く
は
直
覺
に
感
ず
べ
き
も
の
に
し
て
之
を
博
ふ
べ
き
も
の
に
非
ず
。

證
信
は
そ
の
責
弟
親
的
啓
示
と
し
て
自
ら
證
得
す
る
も
の
な
り
。
證
信
こ
そ
佛
の
一
大
事
因
縁
に
し
て
自
ら
信
心
獲

得
し
自
己
の
霊
性
を
開
嚢
し
如
末
の
聖
霊
が
自
己
の
心
中
に
賓
現
す
る
に
あ
ら
ざ
れ
ば
員
の
佛
子
と
云
ふ
べ
か
ら
ず
。

員
責
の
啓
示
に
よ
り
て
直
接
な
る
如
来
の
交
渉
を
理
性
主
義
の
宗
教
に
は
見
性
ま
た
悟
道
と
名
つ
け
佛
知
見
開
示
悟

入
ま
た
悉
地
三
味
嚢
得
と
名
つ
け
、
感
情
宗
に
は
恩
寵
獲
得
ま
た
相
好
感
見
ま
た
聖
霊
感
等
種
々
名
を
つ
く
る
も
、
啓

示
に
よ
り
て
證
信
を
う
る
に
あ
り
。

澤
奪
は
伽
耶
城
の
不
遠
の
地
に
於
て
臓
月
八
日
の
暁
明
星
出
で
ん
と
す
る
時
に
は
無
明
長
夜
の
眠
よ
り
廓
然
と
し
て

覺
醒
し
無
上
正
員
の
道
を
獲
給
へ
り
。
其
證
得
す
る
虜
の
内
容
大
乗
小
乗
に
於
て
之
を
表
明
す
る
所
の
相
貌
異
る
と
雖



暫
く
大
乗
華
厳
の
説
に
よ
れ
ば
、
如
東
大
悟
の
晨
、
佛
華
厳
三
味
に
入
り
て
自
證
の
分
齊
を
願
現
し
、
小
乗
の
馨
聞
等

は
佛
陀
の
肉
饉
の
み
を
見
て
員
の
如
末
の
内
證
境
界
に
於
て
は
少
分
も
窺
ふ
こ
と
能
は
ず
。

形
已
上
な
る
員
の
如
末
は
舎
那
園
滞
の
法
の
身
は
法
身
の
菩
薩
に
国
続
せ
ら
れ
蓮
花
蔵
界
に
安
佳
し
重
々
無
泰
の
徳

を
以
て
荘
厳
し
給
ふ
如
き
は
佛
陀
自
證
の
相
の
み
。
他
の
窺
ふ
べ
き
と
こ
ろ
に
非
ず
。

ま
た
慮
山
の
遠
師
念
佛
三
味
嚢
得
し
三
度
如
末
の
聖
貌
を
寿
み
浄
土
の
荘
厳
を
感
見
す
。
ま
た
天
壼
大
師
法
華
三
味

を
修
し
て
霊
山
の
一
會
未
散
を
観
見
す
る
を
方
便
と
し
て
旋
陀
羅
尼
を
證
得
す
。
ま
た
善
導
大
師
が
般
舟
道
場
に
入
つ

て
浄
上
の
依
正
三
報
の
荘
厳
を
感
見
す
る
等
は
み
な
是
證
明
信
仰
し
て
宗
教
の
員
理
を
自
ら
證
明
す
。

唐
の
懐
感
藤
師
の
如
き
は
始
め
解
義
を
の
み
こ
と
と
し
浄
土
の
宗
義
に
於
て
痛
く
疑
惑
を
使
き
た
る
に
、
党
に
導
師

の
た
め
に
感
嚢
さ
れ
て
念
佛
三
味
を
修
す
る
こ
と
三
年
つ
い
に
浄
上
の
荘
厳
を
観
見
し
而
し
て
始
め
て
證
信

に
入
る

等
。ま

た
キ
リ
ス
ト
の
ヨ
ル
ダ
ン
に
て
聖
霊
鳩
の
如
く
に
感
ず
る
等
。

ま
た
伽
葉
筆
者
に
澤
奪
の
示
し
給
ふ
描
華
を
見
て
開
悟
し
た
る
如
く
、
其
の
形
式
は
種
々
に
し
て
一
定
せ
ざ
る
も
精

神
に
一
鮎
の
光
明
を
典
え
ら
れ
て
員
の
宗
教
的
生
命
に
入
る
ご
と
は
異
ら
ず
。
こ
の
員
賓
の
啓
示
印
ち
證
信
に
よ
り
て

一
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知
力
的
の
結
果
（に
）
し
て
無
上
菩
提
の
嘩
瞳
と
は
な
り
ぬ
。

啓

示

の

具

理

宗
教
的
関
係
の
能
所

一
致
の
如
末
の
啓
示
の
恩
寵
が
人
の
證
明
と
す
れ
ば
、
啓
示
の
賓
現
せ
る
相
の
其
人
に
よ
つ
て

異
る
は
何
に
由
る
ぞ
と
疑
ふ
者
あ
り
。

答
へ
て
。

如
来
の
本
質
は
本
同

一
部
ち
一
大
観
念
印
ち
大
園
鏡
と
し
て
法
界
に
周
遍
す
る
虎
の
智
慧
態
に
し
て
形
相
の
得
べ
き

な
し
。
衆
生
の
心
相
に
随
つ
て
種
々
の
異
相
を
現
ず
、
印
ち
衆
生
心
想
の
各
々
不
同
な
る
故
に
其
心
念
に
應
じ
て
所
現

の
表
象
ま
た
同
じ
か
ら
ず
。
例
へ
ば
大
な
る
ハ
リ
鏡
面
に
映
現
せ
る
面
相
向
ふ
虎
の
人
々
に
依
り
て
影
像
異
る
と
同
じ

く
、
是
れ
鏡
證
も
と
一
に
人
々
の
見
る
虎
の
影
像
同
じ
か
ら
ざ
る
が
如
し
。
如
末
の
本
質
は
不
等
の
観
念
態
な
れ
ど
も

衆
生
自
己
の
所
念
を
反
映
し
て
自
己
相
應
の
相
を
感
見
す
。
如
末
の
本
質

一
切
所
に
遍
す
る
が
故
に
衆
生

一
切
所
に
於

て
随
念
の
願
現
限
な
し
。



観
経
に
曰
く
、
如
末
是
法
界
身
、
入

一
切
衆
生
心
想
中
、
是
故
心
想
佛
時
、
是
心
印
是
三
十
二
相
八
十
随
形
好
、
是

心
作
佛
、
是
心
是
佛
、
諸
佛
正
偏
智
海
従
心
想
生
。

衆
生
若
し
如
末
相
好
身
を
以
て
如
末
を
念
ず
る
時
は
如
末
は
相
好
荘
厳
の
相
を
以
て
之
に
應
じ
、
ま
た
如
末
の
内
包

の
徳
を
念
じ
て
心
念
を
凝
さ
ば
如
末
は
智
慧
紳
聖
恩
寵
等
の
相
を
以
て
啓
示
す
。
或
は
法
身
を
観
ず
る
時
は
如
末
は
無

相
法
身
本
質
の
み
を
以
て
衆
生
に
観
ゆ
る
こ
と
を
得
。

起
信
論
に
曰
く
、
‐如
末
は
本
智
慧
證
に
し
て
清
浄
無
相
、
無
相
の
故
に
一
切
相
と
し
て
観
せ
ざ
る
は
な
し
と
。

ま
た
曰
く
、
如
末
本
法
身
智
相
第

一
義
に
し
て
用
相
の
得
べ
き
な
し
、
た
だ
衆
生
の
見
間
に
随
つ
て
の
故
に
用
相
を

現
ず
。

こ
こ
に
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
如
末
の
本
質
は
心
霊
態
な
る
を
以
て
こ
れ
に
相
應
せ
る
自
己
の
根
底
な
る
心
盤
に
於

て
機
感
相
應
し
て
啓
示
せ
ら
る
べ
し
。
心
限
に
あ
ら
ず
し
て
肉
眼
を
以
て
物
質
の
中
に
如
来
の
相
を
嚢
見
す
る
理
あ
る

こ
と
な
し
。

一
三
九
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四
〇

啓

示

の

表

相

如
末
の
本
質
は
法
界
に
周
偏
せ
る
観
念
態
に
し
て
衆
生
の
心
念
に
應
じ
て
機
感
相
應
し
て
種
々
の
相
を
見
む
。
し
か

ら
ば
い
か
な
る
表
相
を
以
て
顧
現
す
る
と
な
ら
ば
、
所
観
の
境
相
無
敷
な
り
と
雖
粗
三
種
に
分
つ
。
如
末
は
三
身
を
以

て
衆
生
に
封
す
る
が
故
に
之
に
應
じ
て
三
種
の
形
式
を
以
て
義
意
を
表
さ
ん
。

一
、
應
身
に
封
す
る
感
覺
的
啓
示
。

人
の
精
神
の
内
容
は
、
其
所
観
に
封
す
る
知
覺
と
ま
た
（追
）想
た
る
と
ま
た
は
想
像
た
る
と
に
か
か
わ
ら
ず
、
先
駆
・

と
し
て
精
神
に
感
嚢
し
末
る
は
直
観
印
ち
感
覺
的
な
り
。
印
ち
人
の
心
念
に
應
じ
て
或
は
明
相
現
ず
る
こ
と
あ
り
、
大

さ
或
は
銭
の
如
く
或
は
ま
た
鏡
の
大
の
如
し
、
光
輝
映
徹
す
。
或
は
希
有
な
る
花
を
見
、
ま
た
瑠
璃
賓
地
を
観
る
。
観

念
法
門
に
、
如
末
員
金
色
に
し
て
園
光
徹
照
し
端
正
無
比
な
る
を
観
ぜ
よ
と
。

感
覺
的
啓
示
は
二
に
分
る
。

一
は
依
報
二
は
正
報
。
依
報
と
は
浄
土
の
荘
厳
賓
地
賓
池
賓
槙
閣
華
座
等
を
観
ず
。
正

報
と
は
佛
菩
薩
の
聖
相
を
観
ず
。
観
経
に
、
如
末
の
身
相
は
閻
浮
檀
金
色
、
八
萬
の
相
好
光
明
普
く
十
方
界
を
照
し
、



ま
た
観
詈
勢
至
等
の
聖
衆
各
々
八
高
の
相
を
以
て
法
身
を
荘
厳
し
給
ふ
を
観
ず
。
或
は
丈
六
八
尺
相
好
園
滞
し
て
池
水

の
上
に
立
つ
を
見
、
ま
た
は
如
末
虚
杢
偏
滞
の
身
を
現
ず
る
等
。

自
ら
観
じ
ま
た
他
に
教
え
て
観
ぜ
し
む
る
に
先
づ
第

一
に
感
嚢
す
る
は
感
覺
態
な
り
或
は
花
を
先
に
感
ず

る
者
あ

り
、
ま
た
明
相
を
先
づ
感
ず
る
も
の
あ
り
。
所
感
の
表
相
は
○
に
て
異
り
と
雖
、
精
紳
清
朗
に
し
て
身
心
融
液
な
る
如

き
は
異
る
こ
と
な
し
。

観
無
量
壽
経
ま
た
観
佛
三
味
経
等
は
感
覺
的
啓
示
の
表
相
を
廣
く
明
し
給
ふ
。

天
壼
大
師
法
華
三
味
定
中
に
霊
山

一
會
未
散
を
感
見
し
、
導
師
般
舟
道
場
に
賓
地
華
座
等
を
感
見
せ
し
は
感
覺
的
心

像
な
り
。

感
覺
的
心
像
は
如
末
の
本
質
に
属
す
る
作
智
の
作
用
。
衆
生
の
心
念
に
應
じ
て
顧
現
す
る
大
用
顧
現
に
し
て
、
之
を

観
ぜ
ば
筒
進
ん
で
、
如
来
の
本
質
内
容
た
る
心
象
を
観
ず
る
、
印
ち

二
、
報
身
内
包
の
徳
の
抽
象
的
啓
示

如
末
應
身
の
表
象
た
る
光
彩
燦
爛
た
る
相
好
光
明
等
を
観
見
し
て
よ
り
は
、
報
身
如
末
の
普
術
的
篤
象
の
萬
徳
を
観

ず
。
印
ち
観
経
に
、
佛
身
を
観
る
も
の
は
亦
佛
心
を
見
る
、
佛
心
と
は
大
慈
悲
是
な
り
、
無
縁
の
慈
を
以
て
諸
の
衆
生

一
四

一
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四
二

を
播
す
、
と
。

無
量
壽
経
に
、
佛
智
、
不
思
議
智
、
不
可
総
智
、
大
乗
廣
智
、
無
等
無
倫
最
上
勝
智
等
を
明
に
信
ず
。

報
身
内
包
の
徳
を
四
徳
を
以
て
○
さ
ん
。

智
慧
、
慈
悲
、
紳
聖
、
正
義
。

此
四
徳
は
本
然
と
し
て
法
界
に
周
偏
せ
る
精
神
的
光
明
な
り
。
す
べ
て
の
宗
教
的
意
識
を
照
し
て
心
霊
を
開
嚢
す
る

性
能
な
り
。

智
慧
に
、
鏡
、
性
、
察
、
作
智
と
あ
り
。

大
園
鏡
智
は
一
大
観
念
態
に
し
て
、　
一
切
色
心
の
二
象
は
鏡
面
の
影
像
な
り
。
不
等
性
智
は
内
性
李
等
に
し
て
一
切

色
心
の
本
性
と
秩
序
を
統

一
し
普
偏
的
法
軌
を
持
つ
。
妙
観
察
智
は
一
切
萬
法
に
一
と
一
切
と
相
印
相
入
、
重
々
無
泰

の
交
渉
を
以
て
衆
生
の
知
見
を
開
嚢
す
。
成
所
作
智
は
一
切
感
覺
の
根
元
に
し
て
、
五
塵
と
五
識
は
此
作
智
に
よ
る
。

衆
生
心
霊
開
嚢
す
れ
ば
、　
一
切
所
と
し
て
浄
土
な
ら
ざ
る
な
し
と
。
之
を
略
し
て
四
智
の
相
を
観
ず
と
名
づ
く
。

次
に
衆
生
倫
理
の
光
明
と
な
る
べ
き
紳
聖
正
義
慈
悲
を
観
ず
。
紳
聖
と
は
員
理
の
光
明
を
以
て
ほ
臨
し
道
徳
自
律
の

規
定
と
な
り
、
正
義
は
如
賓
の
知
見
を
以
て
我
を
犠
牲
と
し
て
如
賓
の
聖
意
賞
現
と
し
て
活
動
す
。
恩
寵
は
衆
生
の
知



見
を
開
嚢
し
解
腕
霊
化
の
霊
能
と
し
て
賞
現
す
。
斯
の
三
能
は
如
末
の
中
に
如
賞
の
行
篤
せ
し
め
ん
が
篤

に
啓
示
と

す
。四

智
三
能
如
来
の
徳
相
な
り
と
観
じ
、
之
を
反
映
し
て
客
化
し
て
啓
示
と
す
。

斯
の
如
き
啓
示
の
如
末
は
表
琥
的
擬
人
観
と
な
る
。
如
末
は
智
慧
慈
悲
紳
聖
正
義
の
萬
徳
園
満
の
表
明
を
以
て
宗
教

意
識
に
封
し
て
観
ぜ
ら
る
。

如
末
萬
徳
豊
備
と
し
て
衆
生
の
心
霊
に
知
見
を
典
る
は
報
身
の
徳
な
り
と
す
。

直
観
は
具
象
的
に
し
て
、
篤
象
は
抽
象
的
に
し
て
説
話
的
な
り
。

一
は
感
覺
態
に
し
て
他
は
超
感
覺
な
り
。
斯
の
如

き
の
観
念
は
宗
教
意
識
に
は
宇
宙
全
證
如
末
に
し
て
紳
聖
正
義
慈
悲
等
の
衆
生
に
儀
臨
す
る
こ
と
、は
常
に
宗
教
的
意
識

を
充
塞
す
。

三
、
法
身
、
理
想
的
啓
示

報
身
観
に
て
宇
宙
は
如
末
の
内
容
と
し
て
観
念
し
、
次
に
如
末
の
本
質
な
る
法
身
を
観
ず
。

如
末
の
法
身
は
清
浄
本
然
に
し
て
、
法
界
の
慢
性
に
し
て
、
自
性
天
員
は
絶
封
無
限
、
永
恒
自
存
、
心
盤
態
、
無
始
無

終
、
本
有
の
腱
、
超
絶
無
寄
。
冥
想
観
念
は
絶
括
組
合
的
観
念
態
な
り
。
杢
想
感
覺
に
超
越
し
、
ま
た
篤
象
に
あ
ら
ず

一
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超
感
覺
理
想
饉
な
り
。

一
四
四
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